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       北区自治協議会 会議概要 

令 和 元 年 度 第 7 回 北 区 自 治 協 議 会 

開催日時 令和元年 10 月 17 日（木曜） 午後 1時 30 分～午後 2時 40 分 

会 場 北地区コミュニティセンター 2階大ホール 

出 席 者

委 員

神田征男、赤間松次、松田正實、五十嵐隆吉、本間藤雄、 

阿部勝幸、原義博、山賀好郎、清水博恭、樺山サト子、工藤真美、 

黒川美枝子、小池静夫、小林春香、澤玲子、鶴巻ヨシ子、 

平松賢一、藤沢直子、皆川英良、渡邉万理子、本田正美、阿部美恵

子、梅津玲子、中嶋涼子、佐久間沙都美、本間久文 

計 26 人 

（欠席：神田恭之、菅原妙、村山和夫、相馬裕和） 

＊敬称略 

事 務 局 等

〔北区役所関係〕 

区長、副区長兼地域総務課長（以下「副区長」）、区民生活課長、 

健康福祉課長、産業振興課長、建設課長、北出張所長、 

北区農業委員会事務局長、消防局北消防署長、 

北区教育支援センター所長、豊栄地区公民館長、 

地域総務課長補佐（2名）、課員 6人  

計 19 人  

内 容

1 開会  

会長あいさつ（略） 

2 報告事項 

(1)避難所開設基準について 

◎報告資料 1に基づき、区長から説明が行われました。 

【主な質問・要望等】 

・阿賀野川左岸はなぜ避難勧告が出なかったのか。 

 →堤防の高さが違うため、氾濫危険水位に差がある。 

・「警戒レベル」を市民がどの程度理解できているであろうか。自治会長や学校教

職員に、避難勧告などの情報の判断について研修する機会を設けてはどうか。 

・避難所などへの情報伝達が弱い。避難所では情報が入らない。 

 自治会長や民生委員向けのマニュアル作成及び徹底が必要なのでは。 

 →今回の教訓を踏まえて検討していきたい。 

・氾濫危険のピークが何時頃か示せないのか。 

・避難所の鍵開けについて、地域の担当に、担当職員が開けた時は連絡がほしい。 

・避難所担当職員が備蓄などについてあまり把握しておらず、寒い体育館で、毛布

などすぐに配布されなかった。スタッフが少ないのではないか。 

・高さのある工場などを避難所として使用させてもらえないか。 

→情報の出し方については検討が必要。避難所・連絡方法等については検討して

いく。 
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内 容

・避難所担当職員は避難人数報告に必死な様子だった。誰のためなのか。命令の出

し方が不十分と思われる。次に活かす話し合いを積極的に行う必要がある。 

(2) 平成 30 年度北区「特色ある区づくり事業」の実績等について 

◎報告資料 2に基づき、副区長及び担当課長から説明が行われました。 

【主な質問・要望等】 

・決算額に端数がない額はなぜか。 

→事業の実行委員会に補助金や負担金として支出しているため。 

 ・新崎駅のイルミネーションのメンテナンスもお願いします。 

(3) 令和 2年度北区「特色ある区づくり事業」の提案状況について 

 ◎報告資料 3に基づき、副区長から説明が行われました。 

【主な質問・要望等】 

・北区ふゆっこまつりは実施されるのか。 

→地域子育て応援事業に含まれている。 

(4)部会の会議概要について 

◎報告資料 4に基づき、各部会長から説明が行われました。 

 →質問や意見等はありませんでした。 

3 その他 

(1)北区自治協議会委員研修について 

参加される方は 10 月 24 日(木)午前 9 時 30 分に豊栄地区公民館に集合してくださ

い。 

(2)新潟市北区地域福祉推進フォーラムについて 

工藤委員からチラシについて案内がありました。 

◎次回協議会は 11 月 21 日（木曜）、午後 1時 30 分から開催。 

 会場は豊栄地区公民館 

4 閉会 

傍 聴 者 2人 

会議資料

等 

・令和元年度 第 7回北区自治協議会 次第 

報告資料 1：避難所開設基準 

参考資料：【北区】令和元年 10月 12 日～13 日台風 19 号に伴う対応 

報告資料 2：平成 30 年度事業報告北区「特色ある区づくり予算」の実績について 

報告資料 3：令和 2年度北区「特色ある区づくり事業」の提案状況について 

報告資料 4：部会会議概要 

参考資料：チラシ「北区みんなで見守り隊」 

参考資料：西蒲区自治協議会広報紙 

参考資料（社会福祉協議会）：チラシ「新潟市北区地域福祉推進フォーラム」 
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